
国産純粋種豚改良協議会認定銘柄豚 

第 1 号認定銘柄豚『一勝地赤豚』生産者 淋 博道氏インタビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ひと味ちがいます、うちの銘柄豚】 

 一勝地赤豚は熊本県南部に位置する、球磨村一勝地地区でデュロック種を 

長年に渡り育成・選抜した結果、非常においしい肉質の豚になりました。 

 どんな食べ方でも楽しめますが、まずは肉本来の味を楽しめる焼肉や、しゃ

ぶしゃぶがおすすめです。一口食べるだけで、濃厚な旨味の中にほのかな甘み

も感じられ、何よりもしつこくなく、あっさりしています。 

  

一勝地赤豚 

(第 1 号認定 ★★★) 

生産者名 淋 博道(そそぎ ひろみち) 

生産地 熊本県球磨郡球磨村一勝地 



 

 豚肉によくありがちな『嫌なにおい』が全く無く、焼いただけで脂の良い香

りを味わえます。 

 天然の雪水を飲ませ、無添加の餌で飼育した豚です。 

 

 

 

 

 

【淋さんが思う、良い豚とは】 

 良い豚とはとは、生産者のところでよく働き、しかも食べても美味しい豚、

それだと思います。 

 

 

【一勝地赤豚の購入及び食べることができるお店を教えて下さい】 

①淋肉屋(淋さんが経営) 

②熊本県球磨郡球磨村 ふるさと納税 

https://www.furusato-tax.jp/city/product/43513/0 

※球磨村は令和 2 年、大きな水害に見舞われました。そのため、取り扱いのあ

った店舗は現在残念ながら休業中です。1 日も早い再開をお祈りいたします。 

 

また、実は淋さんもその時、大きな被害を受けられましたが大変な努力によっ

て、養豚経営を断つことなく続けられておられます。一勝地赤豚の元となるデ

ュロック種をはじめ、淋さんが大切に育てている種豚の、遺伝資源としての重

要性の観点からも熊本県養豚協会が迅速に動き、自衛隊ヘリコプターによって、

救出してもらいました。その時の記事です。 

https://buta-kairyo.jp/doc/0728.pdf 

また、国産純粋種豚改良協議会の仲間を中心に、水害により豚舎が被害を受け、

飼養が厳しくなっていた淋さんの種豚を譲り受けるなどして貴重な遺伝資源を

全力で守りました。 

 今のその遺伝子が絶えることなく引き継がれています。 

 

  

 

 



 

【ちょっとマニアな一口メモ 

～銘柄豚生産に使われている血統・系統など情報】 

父豚(デュロック種) 

ビック エクスプレス フジトピックス 2 4494 DD22-A001471 

(DD22-A001471 の父豚 

ビック エクスプレス フジトピックス 6 3145 DD22-A001136 

DD22-A001471 母豚 

エクスプレス ヘネシー フジトピックス 1 3076 DD22-A001443) 

 

 

エクスプレス ビック フジトピックス 4 5613  DD22-A001825 

(DD22-A001825 の父豚 

エクスプレス リタ フジトピックス 5 1919  DD22-A000971 

DD22-A001825 の母豚 

エクスプレス ビック フジトピックス 2 3469 DD22-A001606) 

 

 

母豚(デュロック種) 

ビック レボルート ソソギ 5 0142 DD43-A000142 

ビック レボルート ソソギ 5 0143 DD43-A000143 

ビック レボルート ソソギ 5 0144 DD43-A000144 

(DD43-A000142、000143、000144 の父豚 

ビック エクスプレス フジトピックス 2 4494 DD22-A001471 

 

DD43-A000142、000143、000144 の母豚 

レボルート アルバータ ソソギ 4 0002 DD43-A000118) 

  



 現在、JAGP 取得のための取り組みもされている淋さん。また、協議会の活動

として家畜改良センター茨城牧場から、肢蹄不良だが繁殖能力は優秀という個

体の精液を導入し、見事に体型改善成功されたことも、協議会だよりでお知ら

せさせて頂きました。努力惜しまず、幅広い視野で国産純粋種豚による『テー

ブルミート豚肉』生産に取り組む淋さんの挑戦はまだまだ続きます!! 

 

球磨村に一勝地赤豚あり、熊本に淋さんあり。国産純粋種豚改良人として世界

の淋を目指して、ますます頑張って頂きたいと思います。 

 

 

 



＜　認定された銘柄豚に対して発行される認定証　＞


